
　　　　社会医療法人社団　医善会

①

専従医師
常勤
非常勤 2

名
名

常勤
非常勤 2

名
名

（うちリハ
専門医）

常勤
非常勤 2

名
名

常勤
非常勤 2

名
名

理学療法士
常勤
非常勤

46 名
名

常勤
非常勤

50 名
名

作業療法士
常勤
非常勤

16 名
名

常勤
非常勤

16 名
名

言語聴覚士
常勤
非常勤

9 名
名

常勤
非常勤

4 名
名

ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ従
事者

常勤
非常勤

7 名
名

常勤
非常勤

7 名
名

☑脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）

☑運動器リハビリテーション料（Ⅰ）

　地域におけるリハビリテーションの拠点病院としての役割を果たすことのできる専門的医療体
制を有すること

施設基準医療施設

一般病床　54　床　　回復期リハビリ病床　90　床　　　計 144 床
☑訪問リハビリ（☑医療保険☑介護保険）　☑通所リハビリ（介護保険）

医療従事者

※指定後の診療体制や地域支援を実施する専門スタッフの充足予定等を記入してください。
 
　　　　リハビリテーションに関して、外来および入院での対応が可能。入院では主に
　　　急性期から回復期を担い、他医療機関からの受け入れも積極的に行う。
　　　　維持期では通院のほか、訪問リハや通所サービスを展開し、法人内のみならず地域の
　　　医療関係ならびに介護事業所との連携強化に努める。
　　　　リハビリテーション科専門医をはじめ、地域支援を行うためのリハビリテーション専門職を
　　　配置し、地域や関係機関からの相談および介入依頼に対応するとともに講師派遣なども行う。

平成３１年度・令和元年度
（４月から９月まで）

診療体制

平成３０年度

地域リハビリテーション支援センター指定（令和２年４月）に係る調査票

医療機関名：　いずみ記念病院　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（　　区東北部保健医療圏　　）東京都足立区本木1-3-7

記入年月日：令和　1　年　10　月　19　日

　平成　17　年　12　月　1　日

１　病院の概要

所在地

介護老人保健施設　居宅介護支援　訪問看護　訪問介護

病床数
訪問・通所リハビリ

併設施設

２　指定要件の充足状況

指定医療

設置目的

＜法人理念＞
　　・まじめでひたむきに行動します
＜基本方針＞
　　・親切でよりよい医療と介護を目指し、トータルファミリーケアサービスを提供します。
　　・医療スタッフによる説明と利用者の選択に基づく医療と介護を提供します。
　　・個人情報を尊重し、利用者自身に提供します。
　　・利用者の人生が最後まで豊かであるように、その意思を尊重します。
　　・公正な医療と介護を行うように、研鑽、研修に励みます。

　上記理念、基本方針に基づき地域における救急医療、災害医療、リハビリテーションに力を注いでい
る。

診療科目
内科、外科、整形外科、リハビリテーション科、消化器内科、消化器外科、呼吸器内科、呼
吸器外科、循環器内科、乳腺外科、リウマチ科、眼科、皮膚科、 泌尿器科、放射線科、脳
神経外科、麻酔科、救急科

保健医療機関・国保療養取扱機関・東京都指定二次救急医療機関・労災保険指定医療機関・指定自立支援医療機関・難病指定医療機関・生活保護法指定医
療機関・結核予防法指定病院・東京都肝臓専門医療機関・東京都感染症診療協力医療機関・東京都感染症入院医療機関・東京都災害医療連携病院

開設年月日

資料６－２

1/2



②

→

紹介患者数 1010 人 592 人

（うちリハ部門） 137 人 94 人

逆紹介患者数 1430 人 814 人

（うちリハ部門） 31 人 8 人

紹介率 14.8 ％ → 18.4 ％

（うちリハ部門） 13.5 ％ → 15.8 ％

逆紹介率 21.0 ％ → 25.3 ％

（うちリハ部門）　 2.1 ％ → 0.9 ％

連携病院数 187 施設 → 121 施設

（うちリハ部門） 48 施設 → 31 施設

連携診療所数 262 施設 → 197 施設

（うちリハ部門）　 14 施設 → 10 施設

連携施設数 16 施設 → 17 施設

（うちリハ部門） 6 施設 → 6 施設

③

④

有

無

　平成30年度は地域リハビリテーション関係職種向けの研修会を10回、
研究会を1回実施。延べ421人の参加者があった。
　2019年度（4月～9月）は研修会を3回。研究会を1回実施。延べ335人
が参加し、10月以降も5回の研修会を予定している。

　平成30年度の講師派遣は、地域リハビリテーション関係職種だけでな
く、高次脳機能障害の当事者や家族、市民を対象とした講演会など、
計6回の講師派遣を行った。
　講師は当センターのリハビリテーション専門医や療法士だけでなく、
療法士養成校や医療機関に所属している方々の協力もいただいている。

相談窓口設置の有無

有

無

　医療連携室・医療介護相談室には社会福祉士7名を配置し、地域の
医療関係や介護事業所、福祉施設などに対して窓口を明確にしている。
　また、必要に応じて患者の自宅や医療機関、介護施設へ訪問し、地域
のケアマネージャーや関係職種との協力・連携に努めている。
　リハビリテーションについては、外来および入院リハビリの相談に応
じ、患者の状況をふまえた相談支援を実施している。さらに、身体障害
者手帳や精神保健福祉手帳（高次脳機能障害）などの申請に必要な診断
や書類作成の要請にも応えている。

取組状況

研修体制

　地域のリハビリテーションに携わる従事者、家族の会、又はボランティア等関係団体に対し、必
要な研修を実施できる体制にあること

研修実施の有無 取組状況

平成３０年度
平成３１年度・令和元年
度（４月から９月まで）

　地域の医療機関、福祉施設等からのリハビリテーションに関する相談等に応じ、必要な情報を提
供できる体制にあること

※急性期、回復期、維持期の流れを踏まえたリハビリテーションにおける連携状況を記入してく
ださい。
　　　脳卒中をはじめ、骨折や廃用症候群などのリハビリテーションを早期に開始するため、
　　他の医療機関からの相談・依頼への返答および転院までの日数の短縮化に努めている。
　　　連携医療機関には定期的に訪問し、当院の医療機能の紹介、連携について説明・相談を
　　行っている。

医療機関と
の連携状況

福祉施設等と
の連携状況

相談体制

　他の医療機関、福祉施設等との連携、協力関係を有すること

連携体制
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： ：

： ：

： ：

： ：

： ：

： ：

： ：

： ：

東京慈恵会医科大学附属病院 港区 講師派遣、療法士の教育研修受け入れ

東京慈恵会医科大学葛飾医療センター 葛飾区 講師派遣、療法士の教育研修受け入れ

東京女子医科大学東医療センター 荒川区 講師派遣、療法士の教育研修受け入れ

介護老人保健施設いずみ 足立区 支援事業の企画・運営

いずみ通所リハビリテーション本木 足立区 支援事業の企画・運営

いずみ訪問看護ステーション 本木 足立区 支援事業の企画・運営

いずみ居宅介護支援 足立区 支援事業の企画・運営

いずみ訪問介護 足立区 支援事業の企画・運営

6

予定する協力施設　　※連携施設が複数ある場合は、別紙による説明可

連携予定

協力予定

予定する協力施設　　※協力施設が複数ある場合は、別紙による説明可

7

有

無

有

無

連携予定施設名称・所在地・連携内容

（医療・介護施設名）

常　勤

名

非常勤 名

常　勤 1

非常勤

名1

名

非常勤

常　勤

非常勤

名

名 名

・ｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ等

非常勤 名

2 名

常　勤 3 名

1

事業実施予定年月日

名

非常勤

名

1

地域リハビリテーション支援センターの運営体制（予定）

足立区・荒川区・葛飾区

名

二次保健医療圏名

常　勤

社会医療法人社団　医善会　いずみ記念病院

・言語聴覚士

Ⅰ　事業実施体制等

3
令和２年４月１日から令和５年３月３１日まで

職種・人数
（R2.4.1現在）

・医師

2

医療機関名

2

社会医療法人社団　医善会　いずみ記念病院

区東北部保健医療圏

（うちリハ専門医）

常　勤 1

名

地域リハビリテーション支援事業 実施計画書

設置場所

5

4

事業実施予定地域　　※区市町村名を記入してください

二次保健医療圏内 二次保健医療圏外

非常勤 2 非常勤名

常　勤常　勤 1 名

・事務職員

・その他 (Nrs)

・理学療法士

・作業療法士

（所在地） （連携内容）

（所在地） （協力内容）

協力予定施設名称・所在地・連携内容

（医療・介護施設名）

1



※各項目の取組目標は次頁以降に記載

Ⅱ　事業目標（令和２年度から令和４年度まで）

　地域で活躍しているかかりつけ医をはじめ、セラピストやケアマネージャー、リハビリ関係
職種の知識・技術の向上を目的に研修会を実施する。さらに日々の取り組みを発表する場や情
報共有できる場として研究会を開催し、多職種間の連携強化とネットワークの拡大を図る。
　地域リハビリテーション協議会では、区東北部保健医療圏の地区医師会や心身障害者福祉セ
ンター・行政などと地域リハビリにおける問題点や課題を共有するとともに、意見交換を行い
今後の事業展開へつなげていく。
　さらに、関係機関が開催する連絡会や会議などへも積極的に参加し、当センターの事業を周
知するとともに、相談支援機関として更なる充実を図る。

地域リハビリテーション支援センターとしての取組方針（全体目標）

【都におけるリハビリテーション医療推進の方向性（東京都保健医療計画）】
　＜計画期間：平成30年４月１日から令和６年３月31日まで＞

地域リハビリテーション支援体制の充実

　今後の更なる高齢化の進展に伴う地域リハビリテーションの重要性を踏まえ、平成２３年度から各地
域リハビリテーション支援センターが実施している次の３つを柱とした事業をより充実・強化

地域リハビリテーション関係者の連携強化

　地域のリハビリテーション施設、自治体、関係団体等が参画する連絡会を開催し、現状と課題につい
て意見交換や情報共有を行い、地域リハビリテーションに関わる施設等の連携を推進する。

災害時リハビリテーション支援体制の構築

　大規模災害発生後、被災者に対する生活不活発病予防、居住環境や福祉用具等の調整などのリハビリ
テーション支援ができるよう、支援センターを中心に、地域の関係機関と連携し、災害時リハビリテー
ション支援体制の構築に取り組む。
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　相談や質問の多いテーマをもとに地域のニーズに沿った研修会を企画・実施する。

　講義だけでなくグループワークや実技なども多く取り入れ、受講者が参加しやすい

顔の見える研修会を企画し連携強化に努めていく。

 「歩行」「装具」「摂食嚥下」「作業科学」などPT・OT・ST

それぞれの関心の高いテーマをもとに研修会を企画。

 研究会では地域での取り組みを発表できる場を提供。

 「歩行」「装具」は希望が多くシリーズ化し継続した研修会を

企画。その他、ニーズの高いテーマを把握し企画していく。

 かかりつけ医がかかえるリハビリテーションに関する疑問や

相談の多い内容をテーマに企画していく。

 さらに関係職種と横のつながりを強化できるよう、グループ

ワークや事例検討などを企画していく。

足立区・荒川区・葛飾区医師会 区中央部地域リハビリテーション支援センター

　研修会への参加者は年々増加し、セラピストだけでなく、地域のケアマネジャー

や看護師、介護職など幅広い職種に参加いただいている。

　2019年度4月～9月まで研修会を3回、研究会を1回実施。延べ350人を超える参加者と

なっている。10月以降も5回の研修会を予定。

　地域での実践や取り組みを発表する研究会を開催する。多職種を交え、専門職同士の

情報共有、役割の理解、連携構築の機会を設ける。

　研修会では希望の多い事例検討を実施し実践で役立つ研修会を企画する。

　研修会や研究会を通し情報を伝達・共有するとともに、

多職種間の意見交換ができる場を設定。

上記同様

　「地域リハビリテーション」に係る関係職種の役割について

理解を深め、協働していけるような研修会を企画。

 対応に苦慮する事例の研修希望もあるため検討していく。

上記同様

足立区・荒川区・葛飾区医師会 区中央部地域リハビリテーション支援センター

2 回／令和２年度

かかりつけ医へのリハビリテーション知識・技術情報提供【連携施設の活用可】

実施予定回数 テーマ（予定）

（１）

テーマ（予定）1

4 回
（令和３・４年度）

実施予定回数

Ⅱ　事業実施内容等（必須の役割）　※全センター共通

地域リハビリテーション力の向上

ＰＴ・ＯＴ・ＳＴ等対象の症例発表会など【連携施設の活用可】

ケアマネジャーへの研修【連携施設の活用可】

回
（令和３・４年度）

取組目標

（４）

これまでの取組状況

7

地区医師会や地域の関係団体（医療・介護）との連携・協力予定の有無

有　・　無
（団体・施設名）

実施予定回数 取組予定内容

（２）

リハ施設従事者とケアマネジャーとの交流の場の設定【連携施設の活用可】

（２）

（３）

回／令和２年度

回
（令和３・４年度）

2

14

1 回／令和２年度

実施予定回数

地区医師会や地域の関係団体（医療・介護）との連携・協力予定の有無
（団体・施設名）

有　・　無

2

取組予定内容

2 回／令和２年度

4 回
（令和３・４年度）

（３）

訪問・通所リハビリテーション分野への支援

（１）

取組目標

スペースが足りない場合は、別紙での説明可
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電話・FAX・メール・研修会のアンケート 月曜日～土曜日 9：00～17：00

　2019年度の研究会は、演題数も昨年度の4演題から9演題と増えた。参加者も100人を

超え、地域リハビリテーションへの関心の高さがうかがえた。

　研修会では、リハビリテーションの当事者を講師として迎え、経験談をもとに多職種

間でグループワークを実施し好評であった。

17件

　当センターの機能や役割についての理解を促すとともに、地域リハビリテーションに

関する意見交換をおこない、問題点や課題を把握し今後の活動へつなげる。

区東北部地域ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ

協議会

　平成30年度は、介護予防と高次脳機能障害について3区での取り組みや課題などを

情報共有。事前の情報収集として包括支援センターや各区の関係部署へも訪問し

連携強化に努めた。

これまでの取組状況

3

（４）

ケアプラン相談支援【連携施設の活用可】

相談受付方法 相談受付日・時間

平成３１年度・令和元年度上半期（4月～9月）のケアプラン相談支援受付実績

（５）

回／令和２年度

実施自治体名 支援内容

（２）

3

名称

設置を予定する地域協議会（連絡会）

地域リハビリテーション関係者との連携強化

実施予定回数参加予定機関・施設（参加予定職種）

1

回（３年間計）

足立区・荒川区・葛飾区医師会
足立区・荒川区・葛飾区役所担当課
足立区・荒川区・葛飾区心身障害者福祉センター
東京都福祉保健局
東京都心身障害者福祉センター
東京都理学療法士協会
東京都作業療法士会
東京都言語聴覚士会

1

これまでの取組状況

Ⅲ　事業実施内容等（選択する役割）

支援予定

（１）

取組目標

2

有

無

（３）

これまでの取組状況

区市町村による在宅リハ支援事業等への支援　　※地域リハ支援事業委託料からの支出不可

スペースが足りない場合は、別紙での説明可
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　平成30年度は、各区心身障害者福祉センターの研修会に講師として医師や作業療法士を派遣

（5回）。そして足立区の心身障害者福祉センター「あしすと」の高次脳機能障害ネットワークの

運営委員として活動。また、各区障害者福祉センターの連絡会や関係団体の会議などにも参加し、

当センターの事業内容の周知に加え、地域での取り組み、課題などを把握。

有　・　無

（２）直接地域住民と接する相談機関の支援 有　・　無

連絡会、事例検討会の実施 有　・　無

4

地域の関係団体の支援 有　・　無

地域で特にニーズの高いテーマに関する研修等（その１）
区分 実施予定

（１） 有　・　無

（６）その他、地域のリハビリテーションの推進に必要な事業 有　・　無

（５）

（３）福祉用具、住宅改修等の相談への対応に係る支援

3

脳卒中医療連携推進事業への支援　※地域リハ支援事業委託料からの支出不可

支援予定

地域のリハビリテーション従事者の研修、援助

（４）

予
定
有
と
し
た
項
目
に
つ
い
て
は
次
頁
も
記
入

支援内容

有

無

高次脳機能障害のリハビリテーション事業への支援　※地域リハ支援事業委託料からの支出不可

支援予定 支援内容

有

無

これまでの取組状況

2

これまでの取組状況

　心身障害者福祉センター（足立区「あしすと」葛飾区「ウェルピアかつしか」
荒川区「たんぽぽセンター」）が開催する講演会や事例検討会などへの講師派遣。
　電話での相談支援に加え、必要に応じて訪問を行う。
　また、各関係機関への連絡会や会議へ参加し、情報共有に努める。

5



　セラピスト向け・介護事業所向け・医療従事者向け研修会、地域リハビリテーション研究会、

交流会を開催。講義や事例検討、グループワークなどを実施。

　相談に随時対応できるよう事務やスタッフを配置。メールやTEL以外にも研修会開催時の

アンケートでの相談も増えている。講師派遣はテーマや依頼内容に合わせ選定。

　相談実績としては少ない。

　研修会にて介護ベッドや車いすの使い方・介助時のポイントなどを講義・実技指導を実施。

　平成30年度は高次脳機能障害に関する研修会などへ講師派遣を5回実施。　生活介護利用者と

そのスタッフへの介護予防に対するアドバイスを11回実施。

　年1回の協議会と、必要により事業を進めるにあたり「情報交換会」や「連絡会」・「部会」

を設置し開催。 年2回、事例検討会を実施。

　協力施設主催の研修会などを情報発信。行政や関係団体の連絡会や会議・研修会などへ参加。

・ホームページや
　FAXによる情報
　発信

支援内容

・地域リハビリの資源情報の
　把握と連携強化

・地域資源の調査と情報発信
・地域リハビリマップ作製

把握したニーズの内容 設定した課題 支援内容

・関係機関との情報共有と
　意見交換

・協議会での意見交換
・定期的な事例検討

・協議会開催
・事例検討

対象 実施予定回数

リハビリに
係る全職種

リハビリに
係る全職種

　
随時

（３年間）

実施予定回数

　　9回
（３年間）

その他、地域のリハビリテーションの推進に必要な事業

把握したニーズの内容 設定した課題

支援内容

対象

設定した課題

連絡会、事例検討会の実施

・研修会や講師派遣を通し
　高次脳機能障害の理解を促す
・介護予防に係るスタッフへの
　援助

・講師派遣
・アドバイザー
　派遣

リハビリに
係る全職種

・高次脳機能障害に対する
　理解と対処法
・介護予防へのアドバイス

　
21回

（３年間）

対象

　
相談随時

（３年間）

支援内容

地域のリハビリテーション従事者の研修、援助

実施予定回数

地域の関係団体の支援

これまでの取組状況

これまでの取組状況

把握したニーズの内容

福祉用具、住宅改修等の相談への対応に係る支援

　
相談随時

（３年間）

（１）

これまでの取組状況

地域で特にニーズの高いテーマに関する研修等（その２）

把握したニーズの内容 設定した課題 支援内容 対象 実施予定回数

・知識や技術の獲得
・介護予防、リハビリ関係
　職種の役割や活用
・多職種との交流　など。

・現場で活用できる知識や
　技術、連携の場を提供

・研修会
・事例検討会
・交流会
・研究会など

リハビリに
係る全職種

把握したニーズの内容 設定した課題 支援内容 対象 実施予定回数

・難渋ケースへの相談支援
・講師派遣

・相談窓口の明確化と周知
・依頼する講師の拡充

・電話やFAX・
　メールでの受付
・必要に応じ訪問
・講師派遣

直接地域住民と接する相談機関の支援

対象 実施予定回数

・身体・生活状況に合わせた
　適切な福祉用具の選定

・患者や利用者の状況に合わ
　せ、福祉用具の選定検討を
　多職種とできる

・相談支援
リハビリに
係る全職種

把握したニーズの内容

（５）

・行政
・地域包括支援
　センター
・障害福祉
　センター
　　　　　ほか

　
随時

（３年間）（２）

設定した課題

これまでの取組状況

（６）

（３）

これまでの取組状況

（４）

これまでの取組状況
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